


































































































月 1 2 3 34 5 6 7 8 9 10 11 12 年
2000 0.4 0.5 0.3 0.5
2001 -1.2 0.4 0.2 0.5 1.9 0.2 2.1 -0.2 -0.7 0.5 -0.2 -0.7 0.2
2002 0.5 1.5 2.3 2.3 -0.1 0.2 1.5 0.6 0.2 0.3 -2.8 -0.7 0.4
2003 -0.3 0.4 -0.3 0.5 1.0 0.7 -2.4 -1.0 0.6 -0.7 1.9 0.6 0.0
2004 0.1 1.7 1.1 1.1 1.1 1.1 1.9 0.1 1.3 0.2 2.3 1.7 1.1
2005 0.1 -0.8 -0.4 1.1 -0.8 1.9 0.0 0.3 1.6 1.6 0.2 -3.5 0.1
2006 -1.2 0.2 -0.3 -1.1 0.1 0.5 -0.9 1.3 -0.3 1.5 1.3 0.6 0.1
2007 2.0 2.7 0.4 -0.3 0.5 0.5 -1.6 1.5 2.4 0.6 -0.4 1.2 0.8
2008 0.3 -1.0 1.6 0.6 0.7 -0.5 1.9 -0.4 0.4 1.2 0.0 1.3 0.5
2009 1.0 2.4 1.0 0.6 0.9 1.0 -0.4 -1.4 -0.5 0.6 1.0 -0.1 0.5
2010 0.6 1.0 0.5 -1.5 -0.4 1.1 1.8 2.7 1.9 1.4 0.1 0.7 0.8
2011 -1.7 0.8 -1.1 -0.8 0.0 1.4 1.7 0.2 0.9 0.3 1.9 -1.2 0.2































































































































































































































































































































































































































































































































図13 富山湾周辺の風 2011.04.16 15JST
3.局地的な大気構造
日本列島に広域に高温が現れても，対象日の場合
には，とくに太平洋側で高温となった。この高温は
暖気移流によりもたらされたと考えられる。一方，
山麓部のフェーンの出現は，このときの風向などか
らは考えにくい。中規模の循環の上に，この局地的
な循環が加わることにより，局地的な大気状態に大
きな差異が生じたことが考えられる。
またこうした地域差は，沿岸で顕著となる。4～6
月に最高気温が，富山が伏木より10℃以上高くな
ることがあるが，このとき日本海に低気圧，本州東
方に高気圧がある。富山での南風に対し伏木では北
風で，富山での南風が11m/s以下，富山湾の海面
水温が低いと，気温差が大きくなる。気象庁の気象
モデルJMANHMによる再現では，このときには
佐渡から北陸にかけての高圧域から北風が吹きこむ
（東直矢，2012）。
すなわち，内陸からの風と外海からの風が交錯す
るようなときに，地域差が明瞭となる。また春季に
出現が多く，下層に安定な冷気が形成されているこ
とにより，さらに明瞭になる。
利尻島西岸の沓形で局地的な昇温が，春を中心に
年に10回程度発生する。オホーツク海に高気圧が
あり，稚内下層で逆転しているとき，沓形と利尻空
港では気温差が最大14.8℃に達した。沓形では北風
が継続していたが，気温上昇時には東風であった。
再現実験では，逆転層の上の高温位気塊が沈降して
いる（梅澤研太・大嶋彬・加藤美和，2012）。同様
に，十勝地方の強風のとき，低気圧が宗谷海峡東の
樺太沖にあり，安定層が時間とともに下降し，上空
の強風が下降する（西村隆・青木健太・山中智・山
本麦，2011）。
これらにみられるように，山越えした気流の効果
によるだけでなく，下層と上層での異なる性質の大
気が交錯するときにも，大きな地域差が現れること
になる。
これは内陸山地域にも現れる。長野県では，
AMeDAS観測点の松本今井と諏訪で，日最大風速
10m/s以上の強風の出現がとくに多い。その風向
は松本今井で南南東，諏訪では西北西で，塩嶺（塩
尻峠周辺）から吹く風である。風速が強まると昇温
し，露点温度が低下する。JMANHMでは下降流
が発生している（阪田正明・森陽樹・水野康隆・松
澤直也，2012）。また，山梨県西部で冬から春に，
寒冷乾燥の北風が出現し，八ヶ岳おろしといわれる。
600-700hPaに逆転層があり，寒冷前線が通過する
と，気温が上昇し，はね水が起き，風が強まる（植
村敦・溝端英之・田中聖司・中村健二，2012）。
内陸山地域には，縁海に形成される高気圧の影響
は小さい。そのため地域差が大きく現れるにしても
沿岸部とは異なることが考えられる。
Ⅵ おわりに
本研究では，日本列島周辺の大気と海洋の状態を
とりあげ，その気候変動への影響について解析した。
MSMデータは，日本列島周辺の詳細な大気状態の
情報を提供し，海と陸と空の状態について把握でき
るようになった。主要な成果は，以下のとおりであ
る。
1）広域では，ユーラシア大陸と太平洋の間にあっ
て，寒候期と暖候期では熱的状態が逆転すること
が影響する。ただし寒候期には差が大きい一方，
暖候期には小さく，また季節変化の位相が海洋で
は遅れることが影響を複雑にする。
2）地方的には，黄海，日本海，オホーツク海の縁
海が影響する。黄海の高気圧とオホーツク海高気
圧は，陸上にくらべて著しく低温である春から初
夏に影響がある。日本海南部は冬季には相対的に
高温であり，日本海低気圧の発達に結びつくかも
しれない。
3）局地的には，沿岸付近での日変化に海が影響す
る。年間最高気温の出現前後では，陸－海の差は
減少するが，山地規模の大きいところでは，海陸
風また山谷風循環が発達する。年間最低気温の出
現前後では，海－陸の差が大きいため，規模の小
さな局地的循環は不明瞭になることが考えられる。
気象観測は，AMeDASや，高層気象観測，衛星
観測などさまざまに行われ，解析はそれぞれ行われ
ることが多かった。本論ではMSMに基づくこと
により，海－陸－空を一体化して解析することが可
能となった。それにより季節変化にしても，冬と夏
を反対のものとして捉えるのは適切ではなく，また
春と秋とは同じものとして捉えることは適切ではな
いことが明らかになった。このことにより，季節現
象の理解が進むものと考えられる。
たとえば，平均風速は春季に強く，秋季には弱い
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ことは，両季での内陸低気圧あるいは高気圧の発生
しやすさの相異から説明されるかもしれない。梅雨
前線と秋雨前線の相異も，縁海の熱的状態の差異と
かかわると考えられる。春から初夏に出現する下層
逆転，また朝雨についても同様であり，秋季の日本
海の東風にも，季節的影響が考えられる。海陸風や
都市のヒートアイランドも同様である。これらに関
する解析は今後の課題である。
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